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編集後記

先日読んだ本に書かれていたフレーズである。「人は好きだったことを突然嫌いになることはあるが、

得意なことが突然苦手になることはめったにない｡」当たり前のことだが深く考え込んでしまった。「好

き」だけでは続けていけないのが仕事だと私は思う。仕事の中で効率を求めるのであれば「好き」より

も「得意」に重点をおく方がはるかに良い結果を招くに違いない。「好きこそものの上手なれ」という

言葉もあるが、「好き」に「得意」が加わるまでには長い道のりがある。そして「好き」に「得意」が

加わった人は、その人がその道のプロフェッショナルになった証だと思う。2009年１２月１９日に行わ

れた第１２０回研修会で大阪大学生命科学図書館の諏訪氏からさまざまなレファレンスの事例をお話しい

ただいた。学生や教員から投げかけられる無理難題に諏訪氏はいとも簡単そうに回答していた。諏訪氏

は長年培った技術と、研ぎ澄まされた勘で数多くのレファレンス業務をこなしてきたのだろう。私は講

演を聞きながら「この人はプロだな」といたく感激した。多分、諏訪氏はレファレンス業務が「好き」

で「得意」なんだと思う。

(若杉亜矢）
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